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〇 進  行   記者クラブの皆さん、こんにちは。ただいまから定例記者会見を始めさ

せていただきます。 

         それでは、幹事社の東京新聞さん、よろしくお願いいたします。 

〇 東京新聞   ８月の幹事社を務めます東京新聞と申します。よろしくお願いします。 

         それでは、本日の会見内容につきまして、市長から議題の説明をお願い

します。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。それでは、定例の記者会見をこれから始めさせて

いただきます。 

         本日の発表議題は、全部で４件ございます。まず、第１点目、さいたま

市議会９月定例会の提出議案について、条例議案、予算議案等についてご

説明を申し上げます。 

         さいたま市議会９月定例会提出議案についてですが、９月の５日から平

成１９年さいたま市議会９月定例会を開催をいたします。 

         本定例会は、一般会計補正予算に関するものなどの議案を提出すること

となります。 

         本定例会の議案は、全部で３５件を予定をしておりまして、その内訳は

予算議案５件、決算議案４件、条例議案６件、一般議案１８件、道路議案

２件でございます。 

         予算議案では、一般会計補正予算、国民健康保険事業、介護保険事業並

びに食肉中央卸売市場及びと畜場事業の各特別会計補正予算並びに下水道

事業会計補正予算でございます。 

         予算議案の主な内容は、小中学校、保育所等の耐震診断及び耐震補強設

計、国庫補助採択に伴う公園、緑道、道路・街路等の用地取得費、下水道

事業及び浸水対策としての下水道合流改善事業等の実施に伴う補正でござ

います。 

         なお、補正額は、一般会計で３０億７，２５８万円、特別会計３会計で

２９億１，８４８万８，０００円、企業会計で１１億９，１００万円、こ



 

れにより予算総額全体は７，２８５億４，５０６万３，０００円となるも

のでございます。 

         決算議案につきましては、次の議題の決算概況で説明をいたします。 

         次に、条例議案の主なものといたしましては、市営住宅等から暴力団員

を排除することにより、入居者及び周辺住民の生活の安定と平穏を確保す

るため、さいたま市市営住宅条例及びさいたま市市民住宅条例を改正する

ものであります。 

         改正内容は、市営住宅及び市民住宅の入居者の資格に「暴力団員でない

こと」を追加をするとともに、「同居の承認」、「入居者の地位の承継」、「明

け渡し請求」について、その当事者が暴力団員である場合には、所要の措

置ができるよう、規定を追加するものでありまして、この条例を初めとし

て６条例を予定をしております。 

         一般議案では、川越線日進駅の橋上駅舎建設に伴い、南北自由通路を設

置するための工事委託契約議案、また「さいたま市立つばさ小学校建設」

に係る工事請負契約議案などを初めとして、１８議案を予定をしておりま

す。 

         そのほか、道路の認定・廃止に係る２議案を予定をしております。 

         議題１は、以上でございます。 

         続きまして、議題２に移ります。決算状況についてでございます。 

         一般会計の歳入総額は、３，８７０億３，８００万円、歳出総額は、３，

７５０億９００万円で、翌年度への繰り越すべき財源５６億５，８００万

円を差し引いた実質収支額は、６３億６，９００万円の黒字となりました

が、これは厳しい財政状況の中、徹底した歳出の削減と歳入の確保に努め

た結果でございます。 

         次に、歳入及び歳出の主なものですが、その理由等につきましては、項

目３及び４に記載されたとおりとなっておりますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。 

         なお、歳入決算額に占める自主財源比率は６５．３％で、前年度に比べ

１．０ポイントアップをしていることから、引き続き健全財政を堅持をし

ております。 

         それでは次に、議題３であります。浦和駅東口駅前に設置される複合公



 

共施設の愛称決定等について申し上げます。 

         さいたま市施行の第二種市街地再開発事業に伴い、浦和駅東口駅前に建

設をされる再開発ビル内に、複合公共施設が設置をされます。 

         この複合公共施設を多くの市民の方に親しんでいただきたいという思い

から、愛称を募集し、その中から市民の皆様の多くのご支持をいただいた

「コムナーレ」に決定をいたしました。 

         この「コムナーレ」はイタリア語で「市立の」「市の」を意味するという

ことで、親しんでいただけるものと思っております。 

         ちなみに、この浦和駅の西、東ですが、今度入るパルコ、これはイタリ

ア語で広場という意味であります。そして、西口にございますコルソ、こ

れやはりイタリア語で小径
こ み ち

という意味になります。したがいまして、主要

なですね、建物、商店といったものがイタリア語で統一をされるという面

もございます。 

         今ご紹介したそのコムナーレの概要ですが、８階が中央図書館、それか

ら９階が市民活動サポートセンター、国際交流センター、浦和消費生活セ

ンター、１０階が浦和コミュニティセンターとなります。 

         中央図書館では、駅前の利便性を生かして、政令指定都市や県内で最も

長い１２時間、開館をいたします。 

         浦和消費生活センターでは、県内初となる土曜日の開所等、相談体制の

充実・強化を図ってまいります。 

         市民活動サポートセンターは、「地域または社会における課題の発見及

び解決のために、自発的かつ自主的に行う非営利で公益的な活動」を支援

し、その活性化を図ることを目的としておりまして、さいたま市の都市づ

くりの基本理念である「市民と行政の協働」における重要な役割を果たす

ことになります。指定管理者である市民活動団体と市の協働による管理運

営を行うという、全国的に見てもこれまでにない、新たな試みを実践をし

てまいります。 

         今後、この施設を拠点に、「新しい公共」という考えのもと、積極的に市

民活動を推進し、市民と行政の協働に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

         また、再開発ビル前に、市民の憩いとイベント空間として防災機能と、



 

それから環境共生に配慮をした「市民広場」を設置をするほか、再開発ビ

ルの８、９、１０階の屋外に、日本でも例を見ない、公共施設と一体化し

た３層の緑豊かな「屋上庭園」を設置をいたします。 

         今後、１０月９日に落成式を開催をし、１１日から２１日まで内覧を兼

ねてオープニングイベントを開催をいたします。 

         このオープニングイベントには、多くの市民活動団体の皆様にご参加い

ただくこととなっており、このイベントを通じて、施設の周知はもちろん

のこと、市民活動団体のＰＲや、市民活動への参加のきっかけづくりにな

ればと考えております。 

         報道機関の皆様には、ぜひ取材方よろしくお願いをいたします。 

         議題３については、以上です。 

         続いて、議題４、事業ＰＲマガジン「市報さいたまんが」の発行につい

てご説明をいたします。 

         さいたま市では、市の文化の一つである漫画・ユーモア文化を活用して、

市の魅力や施策、事業などをわかりやすくＰＲするために、「市報さいたま

んが」を発行いたします。 

         Ａ４判、カラー４ページの構成で、それだけを取り出して活用すること

も可能で、マンガによる市報を定期的に発行するのは、政令指定都市の中

では初めての試みであります。 

         第１号の発行は、９月１日発行の「市報さいたま」９月号に折り込む形

で、市内の全世帯に配布をいたします。 

         なお、お手元には実際に各世帯へ配布をいたします「市報さいたまんが」

をお配りをしてございます。 

         内容は、「さいたま市に引っ越してきました」の巻として、さいたま市と

漫画文化を結びつける北沢楽天の紹介と次回登場する主人公で現在作成中

の「施策ＰＲキャラクター」の予告編となっております。 

         １０月に発行する第２号からは、主人公の施策ＰＲキャラクターが登場

し、９月発行の第１号で紹介をしているゲンキ君一家と、具体的なテーマ

に沿って市の魅力や施策を紹介をしてまいります。今年度は９月、１０月、

１２月、２月、４月の計５回の発行を予定をしているところでございます。 

         以上で議題についての説明を終わりますが、なお、後ろに宝くじの図の



 

拡大がございます。 

         これは、さいたま市に関係する宝くじの図案として、「咲いたまつり２０

０７」が採用されたもので、平成１８年の「別所沼公園」の図案に続いて

２度目の採用でございます。 

         売り上げに伴い、自治振興の一助となりますので、皆さんもどうぞ一獲

千金をねらって多額のご購入をお願いいたします。 

         また、第２８回八都県市合同防災訓練が本市を中央会場として、本日夕

刻から大宮区三橋小学校の避難場所夜間運営訓練を始めとして、明日９月

１日には、桜区の秋ヶ瀬公園を主会場に、１００機関、６，０００人の方

が参加をし、例年より大規模な訓練を実施をいたしますので、取材方よろ

しくお願いいたします。 

         なお、本日報道されました西区の土壌汚染につきまして、公表が不十分

であっため、住民の方々に不安を与えましたことを大変申しわけなく思っ

ております。 

         幸い汚染による健康被害がなかったことで、ほっとしております。また、

公表のあり方につきましても、今後十分検討するとともに、このようなこ

とがないよう、安心・安全のまちづくりを進めていきたいと考えておりま

す。 

         私からは以上です。 

〇 東京新聞   市長からの議題の説明がありましたが、それについての質問をお願いし

ます。 

〇 埼玉新聞   決算状況についてお伺いしたいんですが、自主財源比率を見ると引き続

き健全財政を維持しているというお話なんですが、ほかの数値、経常収支

比率とか見るとですね、それほど健全とも言えないのかなともとれるんで

すが、改めてその財政状況をどういうふうに判断されているか、お聞かせ

願います。 

〇 市  長   いろんな数字があるわけですが、自主財源の割合が、歳入決算額３，８

７０億円のうち、自主財源が２，５２８億円、率にして６５．３％、前年

に比べて１ポイントアップの９０億円の増加ということになっております。

また、市債の発行状況は、平成１７年度が４３６億円、平成１８年度は約

４５４億円で、１８億円の増ということになっております。また、平成１



 

８年度の市債残高が３，５３５億円ということでございますし、さいたま

市の実際公債比率、これについて言いますと、本市の平成１８年度の実質

公債費の比率は、現在算出中でありますが、平成１７年度の１２．２％、

大体同じぐらいの数字におさまるだろう、このように思っておりまして、

いろんな指標から見ても健全財政が維持されているというふうに私どもは

判断をいたしております。 

         何か財政局長、つけ加えることありますか。 

〇 事務局    財政力指数も０．９９５で、やはり財政健全化を維持している。それで、

政令市の中におきましても、さいたま市は健全、高いということです。 

         以上です。 

〇 毎日新聞   市債残高は過去最高というのは事実でありますし、経常収支比率の８４．

２％は、一般的に健全と、県で健全とされるのは８０％とすると、それを

超えているとの見方はできますが、それでも健全と、もう言い切っちゃっ

ていいもんですか。 

〇 事務局    いいと思います。 

〇 市  長   じゃ、どうぞ。 

〇 事務局    ８４．２％ですから、いろんな指標の見方がありまして、その中に臨時

財政対策債ですか、そういう市債等を除きますと、もう少し指標が落ちま

すんで、やはりいろんな統計のとり方ですから。やはりさいたま市は概し

てその経常収支比率の、通常言われている８０％というのは、前々から、

昔から言われている数値のあれですね。やはり最近の経済情勢はいろいろ

構造が変わっておりますんで。市長申し上げましたように、８４％という

のは健全ということで…… 

〇 副市長    まず、何をもって健全かということなんですけれども、一般的には全国

の政令市の中でどれぐらいの比率が上位にあるか、下位にあるかというこ

とで判断していければいいのかなという気はいたしております。そういう

意味では、政令市の中ではトップクラスの財政指標でございますんで、健

全な方だということが言えるかと思います。本当に１００点満点、じゃそ

の経常収支比率８０％以下の団体が１，８００の市町村の中でどれだけあ

るかということ、ちょっと押さえておりませんけども、そうはないとは思

います。だから、どこら辺にその健全なという指標を置くかということで、



 

ちょっと考え方が違ってくるのかなという気はします。 

〇 東京新聞   それでは、幹事杜から代表質問をさせていただきます。質問はまとめて

行いますので、よろしくお願いいたします。 

         １、参議院選挙及び県知事選挙の結果について、市長はどのような考え

をお持ちでしょうか。 

         ２、学校基本調査速報で２００６年度の県内の小中学生の不登校数が増

加したことがわかりました。全国でも５位以内に入る多さですが、さいた

ま市として何か対策は考えていらっしゃいますか。 

         ３、交通渋滞緩和や環境問題対策で注目されている次世代型路面電車シ

ステム（ＬＲＴ）について、さいたま市は検討中とのことですが、市長と

しては導入推進または反対といったご意見はありますでしょうか。 

〇 市  長   それでは、三つ、代表社の質問いただきましたので、順次お答えをして

まいりたいというふうに思います。 

         まず、参議院議員選挙、また県知事選挙の結果についてでありますが、

このたびの参議院議員選挙につきましては、選挙区、比例区ともに民主党

が大幅に議席をふやし、過半数を上回る勝利をおさめ、また埼玉県選挙区

においても民主党が３議席中２議席を確保するなど、大きく躍進する結果

となりました。 

         民主党が躍進した要因は、やはり「年金記録漏れ」や「格差社会」、また

相次ぐ閣僚の失言や「政治と金」問題などが民主党の追い風となり、無党

派層の票が民主党に大きく流れたことにあると思っております。 

         このたびは、年金、税制、それから憲法改正など重要課題を抱えての選

挙戦でございましたが、年金選挙と言われるように、年金記録問題に焦点

が集中し、ほかの課題が争点としてはやや薄れたと、こういう感じがいた

しております。既に今月上旬に臨時国会が開催されて、参議院議長及び副

議長、また各委員会の委員長なども決定されておりますが、我が国のあす

を左右する重要課題の方向性を決定すべき大切な時期でありますので、各

政党及び当選された議員の皆様には、国民の負託にこたえて日本をよりよ

い方向へ導いていただくよう、ご活躍を期待をいたしたいと思っておりま

す。 

         また、埼玉県知事選挙は上田知事が圧勝をされましたが、これは出資法



 

人に対する天下り廃止や職員定数削減など行政改革の断行、中小企業の育

成や企業誘致など経済政策、また警察官の増員や犯罪検挙率の大幅アップ

など県民の安心・安全の確保など、上田知事の４年間の県政運営に対して

多くの県民が評価をされた結果であると思っております。 

         上田知事さんは、このたびの選挙戦において、「みどりと川の再生」、そ

れから「行革日本一」「女性のチャレンジ支援」を３大公約に掲げられまし

たが、本市の市政運営と隔たりのあるものでありませんので、今後におい

てもともに協力をして、よりよい「さいたま市」、そして「埼玉県」を創造

してまいりたいというふうに考えております。 

         次に、不登校対策ですが、さいたま市の小中学校における不登校児童生

徒数は、ご指摘のとおりですね、残念ながら国と同様に増加をしておりま

す。 

         また、その原因としては、これも国の調査結果と同様、無気力や不安な

どの本人にかかわる問題や、親子関係や友人関係に起因する問題などが上

位を占めています。さいたま市では、この憂慮すべき状況を改善するため

の対策の柱として、次の二つを行っております。 

         一つは、児童生徒や保護者が相談できる体制の充実に取り組んでいます。

具体的には、教育相談室と不登校児童生徒の学校復帰に向けた指導を専門

的に行う適応指導教室を開設をいたしております。 

         また、全中学校区にスクールカウンセラー、さわやか相談員を配置をし

て、小学校も含めた教育相談体制を整備をしています。 

         二つ目は、児童生徒自身の人間関係を円滑に取り結ぶためのコミュニケ

ーション能力を高める取り組みです。 

         具体的には、集団の中で上手に自分を表現できる力の育成を目指し、す

べての小中学校で人間関係プログラムを教育特区を受け、平成１７年度か

らさいたま市独自で実施をしているところでございます。 

         次に、ＬＲＴについてのご質問ですが、次世代路面電車については地球

温暖化、高齢社会への対応などを考慮した新しい公共交通システムの一つ

として、大変有益なものと認識をしております。メリットとしては、既存

道路を利用した建設費の低廉性、環境面での優位性などにすぐれていると

いうことが上げられようと思っております。 



 

         反面、稼働後に需要に応じた新設、変更等の柔軟な対応が難しいことな

どから、導入に際しては将来需要予測、整備費用、さらには自動車や他の

公共交通機関との共存のあり方など、非常に難しい問題があるため、現在

導入の可能性についてさまざまな角度から検討するとともに、将来的なま

ちづくりとの整合を図りながら見きわめていきたいと、このように思って

いるところでございます。 

         代表質問に対するお答えは以上です。 

〇 東京新聞   では、ただいまの説明について質問がある方、お願いします。 

〇 埼玉新聞   参院選についてなんですが、市長個人としてはさいたま選挙区の選挙結

果は意外なものでしたか、それとも予想…… 

〇 市  長   予想の範囲内でしたね。いいか悪いかじゃなくて、予想の範囲内です。 

〇 埼玉新聞   民主党がやっぱり票を集めるんじゃないかというのは、ある程度…… 

〇 市  長   思いましたね。前回の参議院選挙でも、票割りがきっちりうまくいって

いれば、民主は２議席とっていたわけですから、票割れがうまくいけば、

当然の流れとして２議席とるのかなというふうには予想がされましたね。 

〇 埼玉新聞   知事選の方では、上田知事がとった１０９万票というのは、これはどう

でしたかね、この票数は。 

〇 市  長   １００万超えてよかったなというのが率直な感想ですね。投票率が２７．

０９％ですか、さいたま市がですね。それで、埼玉県全体２７．６９％だ

ったかな。 

〇 事務局    ６７％です。 

〇 市  長   ６７．２７％。それで、一つはですね、町会議員選挙なんか一緒に行わ

れた町というのは、やっぱり５６％とか６０％とか、それから杉戸が春日

部への合併を是か否かとする住民投票、これを一緒にやられて、あれはや

っぱり６割近い、たしか投票率だったと思うんですが、そういうところは

かなり全体引き上げておりますので、ある意味ではさいたま市も、決して

褒められた数字じゃありませんけれども、まあまあ平均値ぐらいはいって

いるのかなと、特殊要因を除くとですね。そんな思いがあります。 

〇 埼玉新聞   投票率が低くてですね、上田知事が本当に県民の信託を受けたんだと…

… 

〇 市  長   それは、難しい表現ですよね。だから、行かなかった人が白紙委任なの



 

か、そうじゃないのかという、それはある意味ではとらえ方の問題でしょ

うから。やっぱり何か大きな問題があったら投票率上がりますから、逆に

言えばね。だから、問題がないから、余りないから投票率が上がんなかっ

たということも、そういうロジックも立つわけで、なかなかね、難しい場

面ですね、これはね。 

〇 東京新聞   それでは、代表質問以外で質問のある記者クラブの方は質問をお願いし

ます。 

〇 時事通信   ９月議会なんですが、副市長人事を提案されるやに伺っておりますけれ

ども、まずその確認とですね、あとは大塚さん選任の理由、あと提案日等

お決まりでしたらお聞かせ願えますでしょうか。 

〇 市  長   そう断定的に言われても困るんですけれども、副市長人事を提案すると

いう考え方で今準備を進めております。人選等については今議会と調整中

ということでありまして、もちろん今名前の挙がった方もですね、有力な

候補の一人であることは事実でありますけれども、いろんな意味で報道等

で名前が出てしまった後、もしそれが変更になるというようなことになる

とですね、その方の将来に対して非常に重い責任を私どもが負うことにな

りますので、名前の今ここでどうのこうのということは申し上げづらいと

いうことはおわかりいただきたいなというふうに思っております。 

〇 東京新聞   さいたまコールセンターについてなんですが、どれくらいの効果が上が

っているというのはわかりますでしょうか。 

〇 事務局    担当来ています。 

〇 市  長   じゃ。 

〇 事務局    ただいまですね、ご紹介ありましたコールセンターにつきましては、大

体日に１００件ほどの問い合わせは間違いなくあります。そういったこと

で私ども１日に２００件ほどのコールセンターにかかることは準備はして

いたんですが、ちょっとまだ周知がされないということがありますので、

イベントであるとかそういったものをですね、コールセンターで受け付け

るとか、そういったことを今考えております。ですから、まだ７月１日オ

ープンからですね、ちょっと日にちがたっていないもんですから、ちょっ

と数字的にはまだ十分でないというようなご指摘あろうかと思いますが、

これから頑張っていきたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。



 

ＰＲのほどもひとつよろしくお願いいたします。 

〇 埼玉新聞   地下鉄７号線の延伸なんですが、上田知事はまちづくりをさいたま市に

一生懸命やってほしいと、それから判断したいという意向をお持ちのよう

なんですが、さいたま市としてはですね、現時点ではどのような…… 

〇 市  長   もちろんですね、役割分担というのはあると思うんですが、ご承知の４

原則２課題という地下鉄７号線の延伸に対する合意がありまして、その中

でいかにどうしたらば延伸ができるかと、こういう方向で考えていこう。

やっぱりどうやったら延伸できるかということも一つの技術的な問題、ま

たルート的な問題と同時に、採算性がどうか、この問題やっぱり出てくる

わけですね。将来的に採算が見込めないということであれば、後世に大き

なツケを残すというようなことになりますので、採算をどうするかという

ことは大きな一つの課題になるだろう。その中で知事さんがまちづくりと

いうことを挙げられてですね、それはさいたま市の責任だというふうにお

っしゃっておられますけれども、そうそう、そうも決めつけられたもので

もないので、これからまた方向性を９月末ぐらいに話し合いたいというこ

とも伺っておりますので、そういった中でですね、しっかりまちづくりの

方向性も決めていきたいなというふうに思っています。 

〇 埼玉新聞   延伸する、しないというのはいつまでに方向づけるというのはお考えと

して。 

〇 副市長    平成１７年のときは３年後をめどに、来年があれでした…… 

〇 市  長   来年になるのか。１７年に３年以内をめどと。 

〇 埼玉新聞   １７年のときに３年以内。 

〇 市  長   うん、という話でしたので、それからいえば２０年ということになりま

すけれども、やはりこういったことはですね、なるべくスピーディーに対

応していかなければいけないというふうに思っておりますので、知事さん

の選挙も終わった段階ですので、またですね、機会を見て話し合いをどう

いうふうに、どういうような形で持っていくか、そんなようなことも相談

を始めたいなというふうに思っています。 

〇 埼玉新聞   最初はじゃ９月末ぐらいにとりあえず知事と。 

〇 市  長   そうですね。まだ相手のご都合があるんで、今ここで確固たる日時の設

定できませんけれども、なるべく早い機会に話をしたい。それについても



 

ですね、やはり事務段階でのすり合わせというものが一定の程度必要にな

ってきていますから、そういった経過を踏まえながら、なるべく早い時期

に設定ができればなというふうに思っています。 

〇テレビ埼玉   今中央区でですね、消えてしまった与野を町名に復活させようという市

民の動きがあるんですけれども、まだ市民にＰＲしているという段階で、

全然始まったばっかりなんですけれども、このような活動をどのようにご

らんになりますか。 

〇 市  長   そうですね、やはりですね、地名に対する愛着というのは、僕はやっぱ

りすごくあるなというふうに思っております。旧の浦和市内におきまして

もですね、美園、今駅で浦和美園駅というのが残っていますけど、地名で

は美園というのは一つもありません。美園中学も残っていますけど、美園

という地名はありません。それから、桜区の日向、日に向かうと書いてヒ

ナタと読むんですが、その地名も地名としては残っていません。公園かな、

公園か何かで１カ所ぐらい残っている程度で、そういった意味ではですね、

古い地名が消えていくということは非常に寂しいし、地名というのはいろ

んなゆえんがあってできた名前ですから、それを大事にするということは

非常に結構なことだろうというふうに思っておりますけども、区の名前を

どうのこうのということじゃなくて、与野の方の動きもですね、何かいろ

んなところに名前残そうよというふうな、そんな動きだと聞いております。

現実に与野公園、これ別称バラ公園ですけれども、こういうのもあります

し、北与野駅もあれば、与野本町駅もあればですね、そういった意味では

いろんなところで与野という名前は残っていると言えるじゃないでしょう

か。 

〇 読売新聞   西区の土壌汚染なんですが、担当課は自分のホームページで公表したと

いうふうにおっしゃっていますが、市長はこれを公表だとお考えですか。 

〇 市  長   そうですね、隠す意図はなかったということでしょうね。隠す意図はな

くて、公表というか、ホームページには載せたんだけど、積極的にＰＲは

しなかったと。ただ、井戸をお持ちの方、１５本。井戸は全部検査をして、

井戸をお持ちの方にはそれぞれ全部連絡はしたというふうに聞いています。 

〇 東京新聞   高木盆栽美術館の盆栽購入の件で、現在の進捗状況教えていただけます

でしょうか。 



 

〇 市  長   あれは何委員会だっけ、この間見学に行ってもらったのは。 

〇 副市長    文化財のやつだったでしょうか。 

〇 市  長   文化財のあれは購入委員会、取得検討委員会。 

〇 事務局    ええ、そういう名前だと思います。 

〇 市  長   市の方にですね、文化財の購入基金つくったもんですから、それをどう

いうの購入すべきかということで、さいたま市文化財産等選考委員会とい

う名前の委員会ございまして、せんだってですね、会合をやって高木コレ

クション見に行ってもらいました。その結果、委員の方々の評価としては

非常にすばらしいもんだという、ある意味ではゴーサインが出たような、

そんな結果なんですけれども、ご承知のように高木さんがお亡くなりにな

ってしまっておりますので、今その相続人の方との話し合い、相続人がや

っとこれで決定をしたという段階ですので、これからということになりま

すけれども、前にもちょっとお話ししたことがあるかもしれませんけど、

税務署の方の対策ですね。対策と言うと変ですけども、税務署が寄附とし

て認めていただけるのか、それとも一たん相続をして、相続税払ってから

じゃなきゃだめだよとおっしゃるのか、それがわかりませんので、今その

辺のことをですね、税理士さん等含めて詰めようという段階です。それに

よって盆栽の値段がね、非常に高くなっちゃう可能性もあるわけですね。

２０億というふうに言われていますから、だから鑑定評価も２０億として、

相続税が約４０％ですから、８億。８億払った後、寄附してもらえるかっ

て、これは難しいというのはね、すぐおわかりになることだろうと思うん

で、今その辺の事務的な詰めをこれからやるという段階です。 

〇 東京新聞   一部報道で出た話なんですが、生コンクリート工場の移転先がさいたま

市内の土地に確実になったという一部報道があったんですが、それについ

ての市長の考えをお聞かせください。 

〇 市  長   今日、一部報道で出ておりましたけれども、昨年の１２月の５日に事業

者から提出をされた是正計画書におきましては、ことしの８月末までに移

転先の敷地を確保する、こういう内容になっておりまして、事業者からは

８月６日付で市内の工業系の用途地域内の土地売買契約を締結したと、こ

ういう報告を受けております。 

         また、所有権の登記につきましては、昨日付で法務局に申請をしたとい



 

う連絡を受けています。具体的な場所ということになろうかと思うんです

が、具体的な場所につきましては、当該場所に今実は既存の建物がまだ建

っているんです。これらの解体撤去に伴うですね、手続及び費用の交渉が

ございますので、場所を公表することにより手続や交渉に支障を来すこと

も考えられるということも聞いておりますので、これらは９月いっぱいで

事業者が整理をされるというふうに伺っておりますので、それまでは公表

は控えさせていただきたいというふうに思っています。 

         今後のスケジュールについては、新たな生コン工場を建設するための建

築確認申請等の各手続の準備をしておられるというふうに聞いています。 

〇 東京新聞   具体的な場所については、交渉に支障を来すので、難しいとのことなん

ですが、基本的に住民の方の意識も高い問題ですし、いずれは交渉の段階

で明らかになる話なので、今の段階で公表していただいても変わらないか

なとは思うんですが、いかがでしょうか。 

〇 市  長   事業者、持ち主の意向もございますので、市だけの問題ではございませ

んので、これについては事業者のですね、意思を尊重いたしたいというふ

うに思います。 

〇 東京新聞   それでは、ご質問がないようでしたら、記者クラブとしての質問を終了

させていただきます。 

         テレビ朝日さんからご質問があるとのことなので、お願いいたします。 

〇テレビ朝日   テレビ朝日と申します。今も不法操業を続けている生コンクリート業者

の件なんですが、ここには生コンクリートの製造機とプラントですね、そ

れと建材の販売、両方をやっているんですけども、当該社長の話では生コ

ンクリートの方は移転するけれども、建材販売はそこの場所で続けていく

と、それは役所の担当者が認めてくれているんだという話をしているんで

すが、第１種低層住宅地ということを考えると好ましくないんではないか

と思うんですが、市長の考えどうでしょうか。 

〇 市  長   営業的にできるのかな。担当来ているから。 

〇 事務局    移転後の建材店の営業でございますが、私どもきのうですね、実は本人

に確認しましたところ、今のところ予定はないということを言っておりま

した。ただ、基準法的にですね、建材店のみの販売であれば、これは基準

法かからないので、一応合法だということは見解出しております。 



 

         以上です。 

〇テレビ朝日   ただ、合法かどうかというぎりぎりのラインで、第１種低層住宅地域で

は日用品の販売ぐらいまでがセーフラインで、建材品という、砂とか砂利

とか粉じんが舞うようなものですけれども、そういったものはそこに入る

のかどうかと。 

〇 市  長   担当の話では販売の予定はないということですから。架空の問題に対し

てなかなか難しいんじゃないでしょうか。 

〇テレビ朝日   彼ははっきり、僕はたった今確認してきましたけれども、役所の…… 

〇 市  長   それじゃ、担当の者が聞いてきたのと違いますわな。 

〇テレビ朝日   違いますね。この業者は、いつもこういう言い方をしております。マス

コミや住民に対する答えと役所に対する答えがいつも食い違っています。

彼は、今販売する意思があるそうですけど、もしそういう意思を１２月３

１日以降貫くというようなことになったら市としてはどうするんでしょう。 

〇 市  長   市としては、法的には対応できないということになろうかと思いますけ

ども、できればおやめくださいということはお願いはできるでしょうけれ

ども、規制はできないということになるんじゃないでしょうか。法的には

ですね。 

〇テレビ朝日   もう一点。それから、住民の皆さんの声なんですが、その業者と役所、

また住民、３者で約束した操業時間が守られていないと。１２月の３１日

までまだ操業が続くので、厳守するようにできないか。それから、粉じん

対策と防音対策がやはり守られていないと。この件について何とかしても

らえないかという声があるんですが。 

〇 市  長   じゃ、今度は環境の方から。 

〇 事務局    生コン工場の騒音の問題につきまして、今の８時以前の約束ということ

なんですが、プラントの稼働につきましては、少し時間が早いという、二、

三分程度ということはありますけども、我々の監視パトロールではかなり

守られる状況になっておりまして、引き続き早朝監視を実施しながら強く

指導していく予定でございます。 

         それと、粉じん対策につきましては、定期的な散水あるいは清掃を今や

っておりますけども、これも引き続ききちんとやられるように指導してい

きます。 



 

〇テレビ朝日   その監視パトロールの件なんですけども、監視があるときとないときで

は全くありようが違うというふうに住民の皆さんが言っておりまして、監

視パトロールが来ているときは非常に静かに音を立てないようにやってい

ると、監視パトロールがいなくなるとすぐに操業して大きな音が出る、ま

た粉じんも出るということで、もうちょっと強化してほしいという話なん

ですが、よろしくお願いします。 

〇 市  長   そのようなご意見があったということを伝えます。 

〇 進  行   それでは、ありがとうございました。これをもちまして定例記者会見を

終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

 

午後２時１２分閉会 

 

 


